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はじめに 存在が動植物相に大きく影響していることは周知の事

神奈川県内の淡水生物に関する調査，研究は，神奈 実であり，これらの地域の調査および研究資料との比

川県淡水生態系研究会 〔1980）がまとめた県内淡水生 較は県内の生物相を知るうえで度外視できない。著者

物文献目録 (1914～1979年〉からも明らかなように， らはこれら両半島における淡水魚類に関する資料収集

水質保全管理の面から動，植物性プランクトンや底生 も並行して行い， 報告資料についても可能なかぎり検

動物類の報告が主体である。淡水魚類については漁業 討している。

実態の視点から報告されたものがわずかにあるだけ 本報では本年重点をおいた神奈川県西部（早川以南

で，近年になって三浦半島の各河川〔林， 1973；林 ・ と伊豆半島東海岸側に面した河川の河口水域〉と伊豆

長峯， 1981），横浜市内の河川〔横浜市公害対策局， 半島を含めた淡水，汽水性魚類の調査結果を報告す

1978, 1981〕や相模川水系（長谷 ・浜口，1980，作中 る。個々の種類に関する生態的特徴や県内分布に関す

ほか， 1981〕の調査により，一部の地域ではあるが生息 る考察は，まだ調査が不充分な現状と本誌の性格とを

する淡水魚類相が明らかになってきた。しかし県内に 考慮、して， 今回は省略し，基礎的資料の提出にとどめ

は東京湾および相模湾に河口を開く大小45河川（多摩 て予報とすることにした。

川は東京都と一部隣接する〉があるが， 淡水魚類だけ 本報を作成するに当り，有益な未発表記録を提供し，

でなく広く淡水生物一般に関する調査報告例がきわめ 本調査に御理解いただいた箱根町立大涌谷自然科学博

て少なし、。都市化の傾向がますます強くなる神奈川県 物館主事の石原龍雄氏，情報提供をいただいた同館主

においては環境保全対策の一環として，極めて早急、に 査の上妻信夫氏，建設省中部地方建設局沼津工事事務

淡水生物相を明らかにする必要性があると思われる。 所調査課殿，瀬能 宏氏，東海大学海洋学部生岩崎

水質測定による環境基準では，藤沢市引地川を境とし 洋氏， 伊豆半島での調査の便宜を計られた静岡県内水

て県東部域の河川のB0 Dが8ppm以上であり，すで 商漁業協同組合の方々，この調査の機会を与えられた

に現存の淡水生物相調査による良好な結果はあまり多 横須賀市博物館に厚くお礼申し上け、る。

く望めない。しかし県夫および県西部には相模川を始

めとして酒匂J!I，早川｜（上流は芦ノii＇心などがあり， 調査地と方法

L、ずれも中 ・上流部水域のB0 Dは2ppm 以下と良好 本報に載せた調査河J!Iは第1表に示したように伊豆

な水質環境が残されている。 半島は19河川，神奈川県西部は4河川で， 調査地点は

著者らは県内河川における環境変化と前述のよ 7な 第1図に示したO印の46地点である。本報で扱う伊豆

調査研究の状況から，淡水魚類相の現況調査を始め 半島とは沼津市と熱海市を結んだ線を基部とし，それ

た。本格的な調査の取り組は今後数年間を必要とする 以南の地域を指す。伊豆半島の河川（河川番号5,6, 

し，河川水系別の調査が地域団体や研究施設で行われ 7, 9をのぞく 8～23）て干の淡水魚、調査は，1975年

つつあるので， 一部の河川についてはこれらと関連を 7月下旬～8月上旬にかけて水野 ・林・ 伊藤が行った

もちながら調査を進めている。神奈川県の地理的条件 もので，ヨシノボリの分布調査を主体としており ，同

から考慮して，西側の伊豆および東側の房総両半島の じ調査地点で採集された資料や目視観察の結果を載せ
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第1図
調査河川および地点目各図

第1表調査地概況

JI! 

流程 y標：~測高〕
＊－現 1可

流程 水標（m高源〕

水現

河番 *- 系 河川名 勾配
系魚 JIJ 11~ 系 河川l名 勾配

系魚、
別種
番手"J 別出種数

昇"J 
〔k理〕 出数

（初〉

1 早 JI! 早 JI! 21. 5 720 1/30 14 14 稲生i沢川稲生沢川 15. 7 160 1/98 5 

2 白糸 川白 糸 川 3.0 400 1/8 3 15 青 野川 一 条 川 10.9 160 1/68 13 

3 新 l崎川新崎川 7.0 670 1/10 12 青 野川 15.6 220 1/71 

4 千歳 川 千歳川 7.0 420 1/17 5 16 那賀 川 那賀 川 13.0 480 1/27 5 

5 多賀大川 大 JI! 3.2 340 1/9 5 17 仁科 JI！仁科川 13.4 680 1/20 16 

6 多賀宮川宮 JIJ 2.5 280 1/9 5 18 宇久須 川 宇久須川 6. 1 500 1/12 2 

7 多賀仲 JI！仲 JI! 2.3 300 1/8 2 19 1.li JI! 山 JI! 6.5 630 1/11 4 

8 ，烏 JI! 烏 JI[ 3.6 290 1/12 10 20 小土肥大川大 JI! 5. 5 720 1/8 5 

9 宇佐美宮川宮 JI[ 3.5 320 1/11 4 21 戸田大 川 大 Jll 7.0 820 1/9 3 

10 伊東 大川 大 JI[ 10. 5 280 1/38 6 22 河内 Jll河内川 5.0 450 1/11 2 

11 向田 川向田川 4.8 700 1/7 7 23 狩野川徳長 川 32.4 440 1/74 16 

12 白田川 白 田川 10.5 800 1/13 10 士山政堂川 41. 0 720 1/57 

13 河 津 川河 津川 16.8 980 1/17 18 一一一 狩野川 48.2 850 1/58 
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てある。さらに1977年から不定期ではあるが伊豆半局 4. Plecoglossus altivelis TEMMINCK & SCHLEGEL 

の各河川で採集された種についても木報にとり入れ アユ

た。1980年より河川番号l～12までの伊豆半島東海岸 0 CYPRINIDAE コイ科

線上にある河川と早川以南の県内河川｜の感湖域を中心 5. Tribolodon hakonensis (GiiNTHER) ウグイ

とした下流部の調査を行った。調査期間は 7～10月に 6. Moroco steindachneri (SAUVAGE) アブラハヤ

集中して行っているが，早川下流域については箱恨IIIJ 7. Moroco jouyi〔JOHDAN & SNYDER) タカハヤ

立大涌谷自然科学博物館の石原龍雄氏による最近の採 8. Zaccoρlatypus TEMMINCK & ScHLEGEL）オイカワ

集資料の提供によるもので，林 ・長峯が直接資料！司定 9. Pseudogobio esocinus (TEMMINCK & ScHLEGEL) 

を行い，記録した。 カマツカ

調査方法は手綱（エビタモ綱と繊40X縦25cm角綱） 10. Cyprinus carpio LINNAEUS コ イ

採集を行い，河川の淵場では潜水観察を併用し記録し 11. Carassius auratus langsdorfii TEMMINCK & 

た。聞き込み調査も行っているが，木報では直接著者 SCHLEGELド ギンブナ

らが確認した種煩について取りあげたので，いずれ総 0 COBITIDAE ドジョウ科

括的な報告の中で後記することにした。 12. Misgurnus anguillicaudatus ( CAN'l'OR〕ドジョウ

なお調査期間を通して， 県内およひや伊豆半島の淡水 13. Cobitis biwae JoRDAN & SNYDEHシマ ドジ ョウ判

魚類に関する文献資料をできるだけ多く収集するよう 0 PERCICHTHYIDAE スズキ科

に努めた。はじめに述べたように県内に関しては極め 14. Lateo／，αbrax jaρonicus (Cuvrnn〕 スズキ

て少なく ，改めて緊急調査の義務を感じた次第であ 0 TERAPONIDAE イサキ科

る。著者らの収集力の不足は否定できないが，現在ま 15. Teraρo河 jarbua(FoRSSKAL）コトヒ キ

でに集めることができた既報文献からの資料調査を行 0 KUHLIDAE ユゴイ科

い，本調査結果の比較も含めて総括表（第2表参照〉 16. Kuhlia marginata (Cuvrnn〕 ユゴイ

にまとめた。 0 MUGILIDAE ボラ科

17. Mugil ce戸halusLINNAEUS ボラ

調査 結 果 OSPARIDAE タイ科

1. 採集魚類目録 18. Acanthopagrus schlegeli (BLEEKER) クロダイ

ここでの採集魚類は水野 ・林 ・伊藤による第一次調 0 CARANGIDAE アジ科

査と林 ・長峯による第二次調査によって臨認された極 19. Caranx sexfasciatus Quoy & GAIMARD 

類である。分類大系と科の配列は岩井 (1971）に基づ ギンガメアジ

き，学名はギンプナとヤハズノ、ゼをのぞき日本産魚、名 0 GOBIIDAE ハゼ科

大辞典 ・日本魚類学会編（1981）に従った。第 1次お 20. T円＇dentigerobscurus obscurus (TEMMINCK & 
よび第2次調査で採集された魚類は全て繍須賀市博物 SCHLEGEL) チチブ

館魚類資料と して登録した。本報では14科32種を記録 21. Acanthogobius flavimanus 

したが河川別出現種数は第l表に，調査次別出現種数 (TEMMINCK & SCHLEGEL) マハゼ

は第2表にそれぞれ示し，種頒の河川別出現状況を約 22. Chaenogobius annularis GILL ウキゴ リ

2～5図に示した。 23. SicyoPterus japonicus (TAN企KA) ボウズハゼ

0 ANGUILLIDAE ウナギ科

1. Anguilla jaρonica TEMMINCK & SCHLEGEL 

ウナギ

0 SALMONIDAE サケ科

24. Luciogobius gutta/us G1LL ミミ ズノ、ゼ

25. Chasmichthys dolichognathus (HILGENDORF) 

アゴハゼ

26. Bathygobius fuscus (RiiPPELL) クモハゼ

27. Bathygobius cyclopterus (V ALENCIENNES) 

2. Oncorhynchus rhodurus JoRDAN & Mc GREGOR ヤハズハゼ・同

ア7 ゴ 28. Rhinogobius giurinus (RUTTER) ゴクラクハゼ

3. Salina gairdnei-i R1cHABDSON ニジマス

0 OSMERIDAE アユ科

29. Rhinogobius brunneus (TEMMINCK & ScnLEGEL) 

ヨシノポリ
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25 ヨシノボリ
（横班型）

29 ゴクラクハゼ

26 ヨシノボリ
（黒色型）

30カマキリ

27ヨシノポリ
（るり型）

31 カジカ

第2図調査河 川での分布状況

28ヨシノボリ
（黒色大型）

32 クサフグ



第 2表 文献記録に よる 分布状況
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パイレン 0(17) 

ヨ＂，ロ 。 。 。（21)) 。 。 。
すッパ 。 。 °＂目｝ 。 。
＂＇千イウシ 。 0(18) 。
ヒ〆7> 。
ヤマ，，守？＇7;>.) (01 。 ． 。（261 。 。 。 。 。
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nワ，， 。
ァュ 。 。 。 。色 。権＆0(18) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

0・ 。 。ヲ拘サギ 。 。 。 ． 0(32) 。 。
シ’ウ耳r 。＂＂

。 。
イシヵワシ’ウヨ『 。
ホL，モロコ 。 。
F司E且コ 。 。 6 0(26) 。 ． 。 。 。
ヒガイ 。 。 ． 
ゴイ 。 。 。 。
ズナガニゴイ 。 。.，.ヲキ 。
角マ＇＂ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
ゼゼラ 。 。
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内ウ，，’司Eロコ 。（お｝ 。
ソワギE 。 。
内ワム.， 。 。 。 。 。 。
司『イ力ワ 。 。 。 06  。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
ハス 。 。 。 。
，、？.....ン 。
キンプナ 。 ヒプナ 。
ギンプナ 。 。 。 。 。 。企 企 Q(笠｝。 77・ナ． 。。 。 。 。 。 。 。 。 。
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7舟ヒレ＇ビラ 。
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f'/1ゥ 。 。 。 。 。 。 0(18) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
ホトケドジ・ウ 。 。 。 0(26) 。 。 。 。
レマド－・ゥ 。 。 。 Qo  6 OiZ6l 。 。 。 。

一ー」。L ナマズ 。 。 。 0(18) 。 。 。 。 。
ゴンxィ 。 0(18) 。
ハゲギギ【ギギ） 。 。
ギパチ 。
ア2句ザ 。
ヲナギ 。 。 。 。 。企 。＆ 。｛市）。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。耳..守ナギ 0(17) 。 。 。 。 。
マ？？雷 0123) 。
＂＇切

。 0118) 。 。 。 。 。 。
グヲピ 。
ダッ 。 。 Q(削 。
ザヨリ 0(18) 。
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‘’‘。ベヘレー 。 。
＇＂舟マ， 0ロ＂ 。.. 。 。 。 。 。 。＆ 0(17) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。． 。
E且ジ.， 。 。 6 O!Z8l ヨポラ 。
旬＂＇ν守ー 。 。 。 。 Q(:Il) 。
イシダf 。 011日） 。
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ヒJジ 。 0（悶）

?OホイE〆モチ 0（悶） 。

ユゴイ 0(17) 。 。 。

オ>t？テ＂＇ 。 。 。 ． 。
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ポウズハゼ 。 。 。 06  。企 。 。 。 。 。 o I o 。 。 。

テテプ 。 。 。 。 。企 。企 0(29) 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

シマハゼ 。 0(23) 。

ワ7λ＇ 。

ウミ，ナコ 。 0(28) 。

テフピア 0(33) 。 。

キュウセン 0(18) 。

カゴカキダイ 。 0(18) 

ウ？ズラハギ 。 0(18) 。

キ，マヲフ 0(18) 。

ク廿7' 。 。 0(18) 。 。 。 。 。

ヒガンフグ 0(29) 。

サザナミフダ 。 0(18) 

カサゴ 。（18) 。

ユメカサゴ 。 0(22) 

ハオコゼ 。（＼8) 。

アイナj 0(34) 。

マコチ 。 。 0(18) 。 。

アユカ？（カマキ ，，， 。 。 。（24) 。 。 。 。 。 。 。 。

カンカ 。 。 。（26) 。 。 。 。 。 。 。

？コガレイ Q(I且） 。

サ守ウシノン， 。 0(18) 。

？ロ勺シJシヲ 。 0(18) 。

イザリウヨf 。 0(18) 

岨.畢慣，，＂：
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0 COTTIDAE カジ力不｜

30. Coitus kazika JonoAN & STARKS カマキリ

31. Cottus jaρonicus W11.1'ANABE カジカ

0 TETRAODONTIDAE フグ不｜

32. Takifugu niphobles CJ ORDAN & SNYDER〕

クサフグ

学名は中村守純 (1969）による。

料 石原（未発表〕採集資料の同定による。

判中 l明仁親王 ・ l~I 黒勝介 (1980〕による。

2目第2－＇！交で扱った種頒について

第2表では既報告文献の中から神奈川県西部として

は相撲川以西を，静岡県東部としては安倍川以東から

記録された魚種すべてを列記した。文闘はこの他にも

あるが目録が付されている内容のものを主にとり tげ

た。

黒田（1931a～1971，文献番号17～34〕は駿河静浦

附近i也旬、頒目録（後に駿河湾魚類追加として多数報告

された〉を始めとして23篇に及ぶ目録の補訂を行って

おり，途中1951年には沿岸性淡水魚を含む駿河湾魚類

分布目録を発表している。

近年実施されている河川の魚類相調査報告書では河

口域において生態区分でいう周縁性淡水魚頒が多く記

録されている。さらにこれらの報告は調査地が南下す

るにつれて増加の傾向があり ，純淡水魚類を複数では

はるかに上回る結果となっている。感潮域で採集され

る魚種には，主に沿岸性海産魚、としても知られている

種矧が普通で，河口7]<.塊の物理的な影響で迷入する場

合や，生活史の中でのある期間1こか吉って出現するも

のなどがあり，近年では河口整備に伴う河口形態の変

化が多くの海産魚、の侵入をもたらしているといえる

〔林 ・長峯， 1981）。 これ等全てを淡水魚類として扱

うことには異論もあるが，いずれ生態的区分の純｜分は

余儀なくされることであり， 黒庄I(1931 a～1971）に

よる駿河湾魚類目録の中から，近年広義の周縁性淡水

魚頒とみなされているものはすべてとり上げてみた。

また浜口（1978），長峯 ・浜口（1980）が報告している

種類については標本資料との照合を行ったが，その他

は全て文献中で扱っている種名をそのまま引用した。

報告されている種類の中でその記録がl度（黒聞の

駿河湾魚類＠録をのぞく〕だけのものはハイレン ・ヒ

メマス ・ブラワントラウト ・カワマス ・イシカワシラ

ウオ ・ズナガニゴイ・ツチフキ ・ゼゼラ ・カワパタモ
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ロコ ・ハクレン ・イチモンジタナゴ ・タナゴ ・アカヒ

レタビラ ・ゼニタナゴ ・ギパチ ・アカザ ・マアナゴ ・

グッピー（河川での記録はなしつ ・サヨリ ・アカカマ

ス・コポラ ・ヒメジ ・クロホシイシモチ ・ユゴイ ・イ

シモチ ・ダイミョウサギ ・イサキ ・イケカツオ ・オキ

ヒイラギ ・マサパ ・ダイナンギンポ ・ドンコ ・スジハ

ゼ・クモハゼ ・ヤハズハゼ ・ピリンゴ ・シロウオ ・カ

ワヨシノボリ ・サヒツ、ゼ ・ワラスポ ・キュウセン ・カ

ゴカキダイ ・ウマズラハギ ・キタマクラ ・ヒガンフグ

・サザナミフグ ・カサゴ ・ユメカサゴ ・ハオコゼ ・ア

イナメ ・マコガレイ・イザリウオの52種類である。な

お第2表の中ではこれ等52種類のうち文献中で2, 3 

回記録されているものがあるが，報告者や採集士山等の

記録から考えて明らかに同一出典からの引用である種

類が含まれていた。また記録の極めて少ないものには

ホンモロコ ・ヤリタナゴ ・ハゲギギ（ギギ〉 ・イッセ

ンヨウジ ・ベへレー・ イシダイ ・キス ・コショウダイ

・タカノハダイ ・マアジ ・ネズミコ’チ ・ウミタナゴ ・

テラピアなど治、ある。

なお静岡県内の安倍川，富士川より記録されている

ものにズナガニゴイ（安倍川と天竜川から採集されて

し、る，移入種〕，ハゲギギ〔富士川と 天竜川から 記録

されたことがあるが絶滅），カワヨシノポリ（富士川

を分布の東限としている〉があり，富士川以西の静岡

県内河川からはカワパタモロコ（大井川西岸の小流で

記録されたが絶滅），イチモンジタナゴ（清水市興津

川での採集記録あり，移入種），ヤリタナゴ（天竜川

の小支流に分布〕，ゼニタナゴ（天竜川の小支流に分

布，移入種〉， ドンコ〔天竜川を分布の東限としてい

る〉なとの採集および分布記録が環境庁〔1978, 1979〕

によ って報告されているが，ハゲギギ〔浜仁I, 1978；こ

より相撲川より記録され，移人種〕を除いて伊豆半島

や神奈川県内の河川からの記録はない。

ヒメマス ・ブラウントラウ ト・カワマス ・ハクレン

．ゼニタナゴ ・ペへレーなどは国外や園内からの移入

によるものなので，継続的な放流が行われないかぎり

自然繁殖は困難であろう。本調査において再記録され

たものにユゴイがあり，多賀宮川と烏川の河口で幼魚、

が数多く採集された。伊豆半島からは黒田（1921）に

よる伊東r!'fi争の池からの報告以来の採集記録と思われ

る。同報告でハイレンの記録がl回あるが，その後文

献では著者の一人林が東京湾口で採集した記録があ

る。サヨリ ・ダイミョウサギ ・イケカツオ ・コボラ ・

スジハゼ ・クモハゼ ・ビリンゴ ・シロウオ ・サザナミ



フグ ・キス ・コショウダイ ・マアジ ・ネズミゴチ ・ウ

ミタナゴ ・マコガレイなどは近年で与は汽水域で採集さ

れる魚類とみなされているから，河口の形態や規模，

潮汐流などに左右されはするが感潮域を精査すること

によ って各河口から今後さらに記録されることが予想

される。

長峯 ・浜口 (1980）により報告されたコポラはボラ

の幼魚、に，イケカツオはミナミイケカツオと再同定さ

れた。和歌山県下津町の加茂川の感潮域を調査されて

し、る瀬能 宏氏の私信によると，ここではボラ科はボ

ラ・セスジボラ・コボラ ・Sicai四ugilsp. Valamugil sp. 

など 5種類，アジ科ではマアジ・オニヒラアジ ・ロウ

ニンアジ ・クロガメ アジ ・ギンガメアジの 5種類がそ

れぞれ生息している。 マアジを除いては外形態が非常

によく類似しているので，両科魚類については従来の

採集資料を再検討をする必要があることを同氏に指摘

いただいた。

マアナゴ ・アカカマス・ヒメ ジ・クロホシイシモチ・

イシモチ ・イサキ ・オキヒイラギ ・マサパ ・ダイ ナン

ギンポ ・サビハゼ ・キュウセン ・カゴカキダイ ・ウマ

ズラハギ ・キタマク ラ・ヒガンフグ ・カサゴ ・ユメカ

サゴ ・ハオコゼ ・アイナメ ・タカノハダイ ・イザリウ

オなどは感潮域から記録されているが，成魚、は本来沿

岸で生活している種類である。潮汐運動などにより受

動的に河口域へ侵入してくるものであるため採集の可

否は偶然である場合が多い。

なお第2表には，上記以外に数回記録されている程

度の種類が純淡水魚および周縁J性淡水魚ともに多く含

まれている。本調査においては文献から記録したこれ

岩井保 1971 ；魚、学概論.228pp恒星社厚生閣，東

浜口哲一 19782）相撲川の；魚、と漁ー相模川流域漁扮

習俗調査報告書 ，相模川の魚類相．平塚

市博物館資料， 1119-32. 

林 公義 1973 三浦半島の淡水魚類 i横須賀市博研

報 〔自然〕，2018-40, lOpls. 

林 公義 ・長峯嘉之 19813）三浦半島淡水魚類調査追

加記録と一考察．神奈川自然誌資料，223 

28. 

板井隆彦 19794）静岡県の生物，静岡県狩野川水系の

魚類相．日本生物教育会第34回全国大会記

念誌 248-261.

板井隆j2f 19805）アブラハヤとタカハヤの形態と生

態．淡水魚， 676-84., 

神奈川県淡政部自然保護課 19746）自然環境保全調査

報告書（水域自然度〕 3259. 

神奈川県淡水生態系研究会 19807）神奈川県内淡水生

物文献目録 (1914～1979〕．神奈川県の水

生生物，2121-126.神奈川県．

環境庁 19788)!Jr~ 2回自然環境保全基礎調査．環境

庁委託動物分布調査報告書（淡水魚類〉．静

岡県 150. 

環境庁 19799＞向 上．環境庁委託河川調査報告

:g,1 ・ j~~·岡県 1-130.

l勝俣光男 1956 早川水系の淡水魚類 1. 小田原生物

同好会誌， 926-31. 

河端政一 ・板井I後彦 1974 安倍川における動物群集

（予報〕 安倍川動植物生態調査中間報告書

らの魚種の3分の1に及ばない。しかしこの中には季 6-9. 

節により湖上 ・ 務~下をするもの， 天然繁殖を していな 河端政一 ・板井降彦 1976 向 上II.安倍川動植

がらも個体数が減少傾向にある種類などが含まれてい 物生態調査第二次報告書一 16-22.

ることは事実である。さらに人為的な移出入が今後行 河端政一 ・板井隆彦 1977 同 土m.安倍川動植
われることにより分布状況が変化することは推測され 物生態調査第三次報告書 3-32.

る。本調査結果は，神奈川県内の淡水魚類相を解明す 建設省中部地方建設局沼津工事事務所 1976 昭和51

るための手がかりを与えるにすぎない。今後継続的な 年度狩野川上流部環境影響調査業務委託調

調査によりさらに実態を明らかにしてゆきたい。 査報告書．環境アセスメントセンター ]-

183. 

文献

相溜裕幸 ・国領康弘 19801)静岡県で得られたイドミ

ミズハゼ．淡水魚，651-53. 

明仁親王 ・目黒勝介 1980 日本で採集されたクモハ

ゼ属 Bathygobius6穫について．魚類学

雑誌， 273 215 236. 

建設省中部地方建設局沼津工事事務所 1977 昭和52

年度狩野川上流部環境影響調査業務委託報

告書 グラウンド リサーチー 1400. 

建設省中部地方建設局沼津工事事務所 1978 昭和52

年度狩野川中 ・下流部環境影響調査業務委

託報告書地域開発コンサノレタンツ.1-

77 



148. 

黒田長種 192117）天然記念物調査報告，静岡県伊東町

「浄の池」ノ魚類ニ関スノレモノ．史跡名勝

天然記念物調査報告書，26 1-17, pls. 

1 9. 

黒団長雄 1931 a 18＞駿河静浦附近産魚類目録.AMO 

EBA, 3 1・255 127. 
黒田長雄 1931b19＞向 上訂正増補．同前， 33 

74-76. 

黒田長檎 193520＞向 上追加（第3〕．植物及動

物， 39 119-121. 

黒田長櫨 194121)向 上追加（第 6）.同前， 9

5 75-80. 

黒団長櫨 194322）向 上追加（第 7）.同前， 11

10 32-34. 

黒田長雄 1947a 23＞向 上追加（第8）.生物（増

刊第1号） 25 31. 

黒田長雄 1947 b 2・Dカマキリ （Cottuskazika JoRDAN 

et STARKS〕に関する調査．動物学雑誌，

57 7 101-103. 

黒田長雄 1951 a 25＞駿河湾魚類分布目録〔沿岸淡水

魚、を含む〉．魚類学雑誌，15 314-338. 

黒団長穫 1951b26）向 上 〔続きJ.同前，16 
376-394. 

黒団長雄 1951c27＞駿河湾及び沿岸のハゼに就いて．

日本生物地理学会会報， 152 16 18. 

黒田長雄 1952a加駿河湾魚類追加（第9〕．動物学

雑誌，615 7-13. 

黒田長趨 1952b 29＞向 上 追放｜（第10〕．同前，

61 6 11-19. 

黒田長雄 196130＞向 上 追加 ・XVI.同前， 70

3 20 25. 

黒田長曜 196331)向 上追加及び附記〔第17〕．

魚類学雑誌， 111・236-38. 

黒田長種 196632）向 上追加及び訂正（第19).

動物学雑誌，752 27-29. 

黒田長雄 196833）向 上 追加（第20）.同前， 77

1 27 30. 

黒田長櫨 197134）向 上追加と訂正〔第21〕．同

前，801 52-57. 

室伏誠・長峯嘉之 ・安原健允 1980 伊豆半島の魚

類一仁科川産魚類相ー．日本大学三島学園

生活科学研究所報告，341-46. 

長峯嘉之 ・室伏誠・安原健允 197936）伊豆半島仁科
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川産魚類相概要．淡水魚，5150-151. 

長峯嘉之 ・浜口哲一 198037＞相模川汽水域の魚類相．

平塚市博物館研究報告 「自然と文化」， 3

21-32, pis. 1-4. 

長峯嘉之 ・安原健允 1981釦土肥大JIJ・戸田大川産

魚類相概要．三島生物， 3・43-5. 

中村守純 1969 日本のコイ科魚類 ・455pp.緑書房，

東京

中村守純 ・相津裕幸 1978 イトモロコとズナガニゴ

イの新分布地．淡水魚， 428-29. 

日本魚類学会編（1981) 日本産魚名大辞典 ：vii+B34 

pp.三省堂，東京．

作中 宏 ・小林良雄 ・佐藤 茂 ・小山忠幸 198140）相

模川の魚類とその食性．神奈川県淡水魚増

殖試験場報告，17120-131. 

清好一・花野井忠司 ・中島保・中野繁 1975m

狩野川水系に関する水質調査及び異常魚の

調査結果報告 日本大学三島高等学校研究

紀要，8125-136. 

静岡淡水魚研究会 1981 静岡県でのヨシノボ リ類の

分布．淡水魚，731-37. 

田代道粥 ・八回洋章 197443）小田原市中村川および

その付近の魚類．小田原市郷土文化館研究

報告，1024 33. 

田代道嫡（木原均編） 1976 箱根の樹木と自然，

8.箱根地方産動植物目録（魚類〕，箱根樹

木園 ：27+365pp. 

立川賢一 ・白石学・永島 薫 197445>(MS〕野生化

グッピーの生態調査 1. 1972年2月から

1974年4月までのまとめ． 東京大学海洋研

究所資源解析部門 ：126. 〔謄写印刷）

豊田 豊 1956 酒匂川附近の魚、小田原生物同好会

誌，834.〔謄写印刷〕

山岸宏 ・古田能久 ・福原晴夫 197647）水界生物生

態研究法I一淡水の魚類とベントスー，生

態学研究法講座24.共立出版，東京 ：1-88.

安原健允 197848）三島市およびその附近にみられた

形態異常魚について．日本大学文理学部

（三島〉研究年報， 2617 25. 

安原健允 ・長主任嘉之 ・室伏 誠 197949＞伊豆半島河津

川産淡水魚類相概要 三島生物，1J-4. 

安原健允 ・長峯嘉之 ・室伏誠 198149）狩野川河口

の汽水域から得られた魚類について．日本

大学三島学園生活科学研究所報告， 415-



24. 92 1 291. 

横浜市公害対策局 1978 横浜の川と海の生物．公害 （林 公義：横須賀市博物館，長峯嘉之：：東京都板橋

資料， 731-164. 区立蓮根小学校，伊藤 孝：横須賀市南部保健所，水

横浜市公害対策局 1981 向 上（第3報〉．同前， 野信彦：愛媛大学理学部生物学教室〕

79 


